
建設リサイクル法対象⼯事における契約締結事務⼿続きについて 

厚真町総務課財政グループ 

建設⼯事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）対象⼯事の契約締結については、次のとおり

事務⼿続きを⾏ってください。 

 

時 期 ⼿ 続 内 容 担 当 

⼊札前 ①指名通知等に建設リサイクル対象⼯事の場合、その旨記載する。 契約担当者 

落札後  
①落札後に協議書及び別記を契約担当者から受け取るか、町のＨＰよりダウンロー
ドし、作成してください。 

http://www.town.atsuma.lg.jp/content/view/592/ 

―作成上の注意― 

・協議書及び別記の提出⽇は⼯事監督員へ提出する⽇を記⼊してください。 
・『４ 再資源化等をするための施設の名称及び所在地』は落札者が予定している
施設名称等を記⼊し、種類により受け⼊れ先が異なる場合は種類ごとに記⼊してく
ださい。 
・『１ 再資源化等に要する費⽤』及び『２ 解体⼯事に要する費⽤』については、
受注者の⾒積⾦額（直接⼯事費）を記⼊してください。 
 また、実際に要する費⽤がここに記載された⾦額と異なったとしても、請負代⾦
額は原則として、変更しません。（設計変更等は除きます。） 
＊別記には３種類あり、建築物の解体・建築物の新築⼯事等・⼟⽊⼯事等の中から、
該当するものを ３部 作成してください。協議書は 1 部 作成です。 
 

受注者 

契約前 ①⼯事監督員へ協議書及び別記を 各1 部 ずつ提出してください。 受注者 

 ②受注者と協議を⾏い、内容を確認してください。 ⼯事監督員 

 ③⼯事監督員から協議書と別記を受け取ります。 

④⼯事監督員に提出した以外の残りの 別記２部 を契約書の最後に添付し、
割印したものを契約担当者へ提出してください。 

受注者 

契約締結 ①協議書の⼯事監督員の確認印を確認し、契約締結を⾏います。 契約担当者 

 
  



建設リサイクル法に係る事務フロー（契約締結まで）

　　　　　　　　入　札 　　　　協　議 契　約設計図書作成時

【工事担当課】
【契約担当課】 【工事担当課】

【請負業者】

【工事担当課】

・建設リサイク
ル法対象工事
の判定。

【工事担当課】

・入札予定表に
建設リサイクル
法対象工事で
ある旨記載し、
契約担当課へ
提出。

【契約担当課】

・指名通知に建
設リサイクル法
対象工事で旨
記載し、指名業
者へ通知。

【契約担当課】

・入札後、落札
者へ工事監督
員と協議を行う
よう通知。

【請負業者】

・協議書及び別
記の書面を作
成し、工事監督
員に説明。

【工事担当課】

・請負業者の説
明・提出書類を
確認し、協議を
行う。

・工事監督員と
の協議後、別
記を契約書の
最後に添付し、
割印の上、契
約担当者へ提
出。

【契約担当課】

・協議書を確認
し、契約締結す
る。

・設計金額500
万円以上が対
象

現説日の1週間
以上前には入
札予定表を提
出すること。

建設リサイクル
法の有無は入
札予定表で確
認し、業者へ通
知する。

契約金額500万
円以下での場
合は建設リサイ
クル法の協議
は必要ない。

契約担当課で
はなく、工事担
当課で事前に
協議すること。
協議書は1部、
別紙は3部を作

協議終了後、
協議書に工事
監督員の確認
印を押し、請負
業者に返却す
る と

別紙の残り2部
を契約書の最
後に添付するこ
と。協議書と契
約書を契約担
当課へ提出す

協議書に工事
監督員の確認
印を確認し、落
札から7日以内
に契約締結す
る

知する。 別紙は3部を作
成すること。

ること。
当課 提出す
ること。

る。



（別記第1号様式）

協　　議　　書
平成　　年　　月　　日

厚真町長　　宮坂　尚市朗　　様

住所

氏名 印氏名 印

（法人にあっては商号又は名称及び代表者氏名）

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第13条第1項及び特定建設資材に係る分別解体に関す
る省令第4条の規定により、次のとおり協議します。

記

１　　工事名

２ 協議内容 別記のとおり２　　協議内容　 別記のとおり

（町記載欄）
□ 解体工事に要する費用等が適切であることを確認しました□　解体工事に要する費用等が適切であることを確認しました。

工事監督員 印



（別記）

1 再資源化等に要する費用（直接工事費） 円（税抜き）

（注） ・運搬費を含む。

2 解体工事に要する費用（直接工事費） 円（税抜き）

（注） ・解体工事に伴う分別解体及び積込みに要する費用とする。

・仮設費及び運搬費は含まない。

3 分別解体等の方法

① 工作物に附属するものの 附属物取り外し工事 □　手作業

取り外し □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

② 本体、基礎及び基礎ぐいの取り壊し

特定建設資材廃棄物

コンクリート塊 解体工事 □　手作業

□　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

アスファルト・コン 解体工事 □　手作業

クリート塊 □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

木材 解体工事 □　手作業

□　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

（注） ・分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要はない。

4 再資源化等をするための施設の名称及び所在地

建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（土木工事等）

特定建設資材廃棄物 施設の名称 所在地

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

作業内容 分別解体等の方法工　　　程

作業内容 分別解体等の方法



（別記）

1 再資源化等に要する費用（直接工事費） 円（税抜き）

（注）・運搬費を含む。

2 解体工事に要する費用（直接工事費） 円（税抜き）

（注）・仮設費及び運搬費は含まない。

3

① 建築設備・ 建築設備・内装材等の取り外し □　手作業

内装材等 □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

② 屋根ふき材 □　手作業

□　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

③ 外装材・ □　手作業

上部構造部分 □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

④ 基礎・ 基礎・基礎ぐいの取り壊し □　手作業

基礎ぐい □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

⑤ その他 その他の取り壊し □　手作業

□　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

（注）・分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要はない。

4めの施設の名称及び所在地

特定建設資材廃棄物 施設の名称 所在地

建築物に係る解体工事

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　程 作業内容 分別解体等の方法

外装材・上部構造部分の取り壊し

屋根ふき材取り外し

分別解体等の方法



（別記）

1 再資源化等に要する費用（直接工事費） 円（税抜き）

（注）・運搬費を含む。

2 解体工事に要する費用（直接工事費） 円（税抜き）

（注）・解体工事が伴う場合のみ記載する。

・解体工事伴う分別解体及び積込みに要する費用とする。

・仮設費及び運搬費は含まない。

3

① 建築設備・ 建築設備・内装材等の取り外し □　手作業

内装材等 □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

② 屋根ふき材 □　手作業

□　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

③ 外装材・ □　手作業

上部構造部分 □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

④ 基礎・ 基礎・基礎ぐいの取り壊し □　手作業

基礎ぐい □　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

⑤ その他 その他の取り壊し □　手作業

□　有 □　無 □　手作業・機械作業併用

（注）・分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要はない。

4めの施設の名称及び所在地

特定建設資材廃棄物 施設の名称 所在地

建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替）

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　程 作業内容 分別解体等の方法

分別解体等の方法

屋根ふき材取り外し

外装材・上部構造部分の取り壊し



（別記第2号様式）

厚真町長　　宮坂　尚市朗　　様

住所

氏名 印

（法人にあっては商号又は名称及び代表者氏名）

記

１　　工　　事　　名

２　　変更協議項目　 □ 分別解体等の方法

□ 再資源化等をするための施設の名称及び所在地

３　　協　議　内　容 別記のとおり

４　　請負代金額 変更なし

５　　変　更　理　由

氏名

（法人にあっては商号又は名称及び代表者氏名）

厚真町長　　宮坂　尚市朗

平成　　年　　月　　日

　平成　　年　　月　　日付けで契約した次の建設工事について、建設工事に係る資材の再資源化等に関す
る法律第13条第2項の規定により、次のとおり本書2通を作成し、変更協議します。

変　　更　　協　　議　　書

厚　　財　　政　　号
平成　　年　　月　　日

承　　認　　書

　平成　　年　　月　　日付けで変更協議のあった上記について、承認する。また、この協議を証するため、甲
乙その1通を保有する者とする。




